野球場といっても、東京ドームや札幌ドームのような屋根付きの野球場がある一方、甲子園球場や神宮球場のような屋根のない野球場など、いろいろな特徴がある。[bookmark: _GoBack]※この技は、行を選択する技ですので、本文を参考に、行の選択を練習してください。

グラウンドの形状に着目すると、多くの野球場が人工芝を敷き詰めているが、マツダスタジアムやスカイマークスタジアムのように天然芝の野球場もある。
そのほか、横浜スタジアムやヤフードームは外野のフェンスの高さが、千葉マリンスタジアムは海からの強風が、それぞれ特徴的な野球場である。
同じプロの野球チームが使用する野球場でも、野球場ごとにそれぞれに違いがあるのは確かで、その特徴を熟知したチームがペナントレースを制するのかもしれない。
ファンの側ではそういった野球場の違いも楽しみのひとつなのだろう。
雨でもひいきチームの試合が予定通り開催されるのは、ドーム球場ならではの利点だし、外野のフェンスが高かったゆえに、ホームランと思われた打球がツーベースで済んだと言っては胸をなでおろし、強風に惑わされて、キャッチできるはずのフライを落としてしまったことに憤りを感じ、何だかんだ言って、根の部分では「楽しんで」いるのだ。
このように日本の野球場にはいろいろな特徴があるが、ベースボールの本場、アメリカの「ボールパーク（野球場）」は、日本以上に特徴的な造りとなっていて、世界中の野球ファンを楽しませている。
